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P3−58　画像診断し得た卵巣成熟嚢胞性奇形腫悪性転化の 1例〜FDG −PET／CT に よる奇形腫の 良悪性部分 の 描出を中心

に〜
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【緒言】成熟嚢胞性奇形腫 （奇形腫）は，1〜2％ と低率で は あるが 悪性転化を認 め る．しか し， 悪性転化 した奇形腫 の 術前診

断 は 困難で ある ，今回 ， 我 々 は術前 に施行 した CT，　 MRI ，　 FDG −PET ／CT で 良性 奇 形 腫 と悪性 転化 の 混在 を強 く疑い ，摘 出

組 織 に よ り確認 し得た 1例 を経験 し たの で その 画像．．Eの 特徴を報告する．【症例】39 歳 （主訴）腹部腫瘤触知，発熱．〔現病歴）
妊 娠 中 に 付属器 異 常 は指 摘 さ れず，産褥 に腹 部腫瘤 と持続す る発熱を認 め た ．産褥 1 ヶ 月検診で 巨大骨盤 内腫瘤 を指摘 され た

ため ，当科紹介 となっ た．（初診時所見＞CT で 脂肪成 分 を含む径 3cm 大 の 骨 盤内腫瘤を指摘 され た，　 MRI で，脂肪成分を含

む嚢胞部分 と造影され る 充実性部分 の 混在す る 腫瘤 と診断された．悪性病変を疑い 施行 した FDG −PET ／CT で は脂肪成 分 を

含む嚢胞部分 に は FDG 集積 を認 めず，充実 性部分 に SUV ＝28．8 に お よぶ 極 め て 強い FDG 集積を認めた．腫瘍マ ーカ
ー

は

CA19−9　497．5　U／ml ，　 CA12594 ．O　U ／ml ，　 SCC 　2．4ng ／
’
ml と異常高値 を示 した．（病 理 所 見 ）摘 出 した右 卵 巣 腫 瘍 は脂 肪，毛 を含

み ，重量 は 6．8kg で あ っ た．組織学的に，嚢胞部分 は汗管，神経 脂肪，毛包な どからなる 良性 の 奇形腫 と診断 され た．連続

した充実性部分 は sarcoma が 主体の mature 　cystic 　teratoma　with 　malignant 　transfermationと診断 され た．【ま とめ 1奇形腫

は．超音波，CT，　MRI に よ り日常 よ く診断される が，悪性転化 を疑っ た場合に は FDG −PET／CT は鑑別 診 断 にお い て 非常に

有用な診断ツ
ール となる こ とが 示唆さ れ た．
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最近経験 し た 悪性転化 を伴 う成 熟奇形 腫 の 1例 を報 告 し．こ れ ま で経 験 した 5例 につ い て 考察す る ．【症例 】55 歳　分娩歴 な

し 【現病歴】10年以 上 前か ら下腹部 の 腫瘤を自覚して い た が放置．排便後の 違和感 を主 訴 に近 医受診 し，下腹 部 巨大 腫瘍を

指摘 さ れ 当院 に 紹介 とな っ た．【入 院 時 所 見1下腹 部 は膨 隆 臍 上 に及 ぶ 可 動性不 良の 腫瘤 を触知 した，内診で は 1 腫瘤に よる

圧 迫 に よ り外子宮 冂 は見えず，子宮体部 は 同定困難，骨盤 腔 を占拠 する腫瘤 を認 め，同部位 に圧痛を認 め た．【経過12006
年 9 月 27 日．開腹 術 を施 行 した．腫瘤 は右卵巣由来で 腫瘍後面は ほ ぼ 全面癒着 して い た．腫瘍 の 内容 は主 に脂肪成分 で毛髪

が混 じっ てお り，腫蕩壁 に は充実性部分もあ っ た．S状結腸へ の 浸潤あり，子宮，両側附属器摘出術お よび S 状 結腸切除術 を

施行 した．その 後，化学療法 を 3 コ ー
ス 行 っ た後，腹 部 CT を行 っ た と こ ろ，肝臓 に再 発 と思 わ れ る 病変を指摘 され ，2007

年2 月 1 日　肝 臓部分切除術 を行 い t以後 は再発なく経過 して い る．著効す る化学療法が な く予後不 良で ある本疾患の 5例 に

つ い て 考察 し報告す る．

P3 −60　卵巣原発 の 悪 性転化 を伴う成熟嚢胞性奇形腫 4例 の 臨床的検討
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成熟嚢胞性奇形腫 は 若年者に 好発す る 良性 の 卵巣腫瘍 で あ るが，その 約 1〜2％ に 悪性転化 が生 じる と され てい る．今回我々

は，悪性転化をきたした成熟嚢胞性奇形腫 の 4例 を 経験 し，後方視的に検討 した の で 報告す る．【症例】（1）平均年齢 は 57．3
歳 （45〜72歳），閉 経 後が 3例 （75％ ），主 訴は 不正 性器出血 （1例），腰 痛 （1例），腹部 膨満感 （1例），無症状 （1例）で あ っ

た．平均腫瘍最大 径は 9．75cm（5〜12cm），術前の 腫瘍 マ ーカ
ー

は CAI25 の 上 昇を 3 例（75％ ），　CAI9 −9 の 上 昇を 1例 （25％），
SCC の 上 昇を 2例 （50％ ），　 CEA の 上 昇 を 1例 （25％）認め た．　 CT およ び MRI で 全例 に悪性転化が 術前に推 測 され た．（2）
臨床進行期 は Ia期，　 IIc期が各 1例，　 Ic期 が 2例 で あ っ た．（3）手術術 式 は 単純子宮全摘 ＋ 両側付属器切除 ＋ 大 網切除（1 例），

単純 子 宮 全 摘 ＋ 両 側 付属 器 切除 ＋ リ ン パ 節郭清 ＋ 大網切除 ＋ 虫 垂切除 （2例），両 側 付 属 器 切 除 （1例 ）で あり，り ン パ 節転移

は認 め なか っ た．（4）悪性転化の 組織型 は，扁平上皮癌 （3例），癌肉腫 （1 例）で あ っ た．（5）術後の 治療 は化 学療法 （3例），
化学療法 と放射線療法 （1例）が 施行 され，術 後化学 療法 と して TC 療法 （3例）を施行 し，現在 3 例 （75％）が 生存して い

る．【結謝 特 に 閉経後の 成熟嚢胞性奇形腫 に つ い て は悪性転化 を念頭 に置 き なが ら慎重 な診 断お よび 対応 が 必要で あ る．今

回 ，CT お よび MRI の 画 像 診 断 が悪 性 転 化 の 術前診断 に有用 で あっ た．術前 に 悪性転化 を疑 う場合は，初 回 手術 で 卵巣癌の 標

準術式を行 うこ とが予後 の 改善 につ なが る と考え られ た．
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